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要 旨 :

最近, ドラマを通してコミュニケーション能力を育成することが注目されている。そこで,具体的にどの

ような可能性があるかを考えるために,イ ギリスのドラマ教育の研究者で実践者であるジョナサン・ニーラ

ンズ (Jonothan Ncelands)の ドラマ教育の理論と方法論を取りあげて検討する。本論の研究目的は, ドラマ

活動においてコンベンションというドラマ教育の手法が, どのように使われているかについて明らかにする

ことである。研究方法は,ニーランズの「ブロディンというモンスター」というドラマ活動例におけるコン
ベンションを検討することである。結果として,ニーランズのドラマ活動は,コ ンベンションが一つだけで

構成されているのではなく, さまざまなコンベンションを使つたり,組み合わせたり,融合させたり,一部

を取り上げたり,異なるコンベンションの部分を組み合わせ新しくつくったりして,テーマに沿って構成さ

れている, ということを明らかにした。そうすることによつてある場面を参加者に印象づけることができ,

徐々に山場に参加者と活動を導くことができることを明らかにした。

キーワード :

ドラマ教育

1.は じめに

平成22年 5月 に文部科学省は,文部科学副大

臣の主催で子どもたちのコミュニケーション能

力の育成を図るための具体的な方策や普及のあ

り方について有識者等との意見交換等を目的と

した「コミュニケーション教育推進会議」を開

催した。なぜならば,現代の「国際化の進展に

伴い,多様な価値観を持つ人々と協力,協働し

ながら社会に貢献することができる創造性豊か

な人材を育成することが重要」 (文部科学省,20

Drama in Education(DIE) 演劇教育  教育方法  コンベンション

10)であるからである。さまざまな人たちと一

緒に協働できる能力は,子どもたちが現代社会

を生き抜いていくために必要な能力である。そ

のためには,他者と自分自身とコミュニケーショ

ンできる能力が不可欠である。この能力を育成

するための一つの方法として ドラマがあると考

え,その理論と方法論について検討することは

重要であると考える。

本論におけるドラマとは,観客に見せるため

に作品の上演を目的にした演劇活動のことでは

なく, ドラマをすること自体を目的にした過程

を重視した活動で,フ ァシリテーターによつて
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活動目的が設定され導かれるドラマ活動のこと

である。著者は,『東京都市大学人間科学部紀

要』第 1巻の「英米の ドラマ教育の考察 (1)一

ジョナサン。ニーランズの『 コンベンションズ 。

アプローチ』の検討を通して一」 (2010)にお

いて,こ のアプローチの 5つの特徴を活動例の

検討を通して明らかにした。今回は,このアプ

ローチにおけるコンベンションの使われ方に着

目する。

本論の研究目的は,ニーランズの ドラマ活動

例において, どのコンベンションが, どのよう

に使用されているかを明らかにすることである。

ここでいうコンベンションとは, ドラマ教育で

従来から使われてきたさまざまな手法のことで

ある。本論では,コ ンベンションという用語を

そのまま使 うことにする。研究方法は,ニーラ

ンズの「プロディンというモンスター」という

ドラマ活動を取り上げて,その中に組み込まれ

ているコンベンションについて検討することで

ある。

2.ニ ー ランズの 「コンベ ンシ ョンズ・

アプ ローチ」

ニーランズの「コンベンションズ 。アプロー

チ」の特徴は,次の 5つである。第 1に ,参加

者が想像世界に出たり入つたりする経験を繰 り

返しながら,想像世界に深く入り込ませていく

ことである。第 2に ,参カロ者が登場人物を演じ

ながら,状況を俯厳できるように構成されてい

ることである。第 3に ,フ ァシリテーターがあ

らかじめ綿密に活動を計画していることである。

第 4に , ドラマ活動のルーツは子どものごっこ

遊びである,と位置づけられていることである。

第 5に , ドラマ活動という想像世界で行われて

いることが,現代の社会問題とリンクし,参カロ

者に ドラマ活動を通して,この問題について考

えさせ, 自ら問題に気づくように構成されてい

ることである (小林,2010)。

ニーランズらがいうコンベンションとは ,

「時間,空間,人間が関連しながら,シアター

に含まれるさまざまな意味を想像的につくり出

す方法である」 (Neelands&G∞ de,2000,p.4)。

つまり, ドラマ活動に演劇/ドラマ等のコンベ

ンションを応用することで,想像世界の時間 ,

空間,人間を浮き彫 りにすることができる, と

いうことである。たとえば,「スティル・イメー

ジ (St111_Imagc)と いうコンベンションは,時間

が凍結されることによって,静止画で表現され

ているので,その瞬間を探求する」 (Neelands&

Goodc,20CXl,p4)こ とができる手法である。

「マイム (Mimed Acu宙 ty)は ,俳優が空間を大

げさでシンボリックな使い方をしながら,『自

然さ』を超えたところにある特定の意味とコミュ

ニケーションするため」(Neelands&Goode,20m,

p.4)の 手法である。このように ドラマ活動の

中でコンベンションを挿入することによつて ,

ある瞬間や状況を際立たせ,俳優同士間,俳優

と空間の間,タト優と観客間のコミュニケーショ

ンを高めることができるのである。

ニーランズらは,島m山ガ喀 Drma″ b′ルИ

肋″あο激 グ Иva滋らル Fa― Й 動″rra“′

Dramα (2000)において,71の コンベンション

を取り上げ, どのような手法であるか, どのよ

うな文化的背景があるか,参加者にとってどの

ような学びが含まれているか, ということを概

説した。さらに,個々のコンベンションを使つ

てどのような活動が可能であるかを例示した。
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しかし,ニーランズらが一つひとつのコンベン

ションを項目にして説明しているのは, ドラマ

活動をしてみようとする教師や学生といった初

心者の読者にわかりやすくするためである。そ

のままを実践するために例示 しているわけで

はない。ニーランズらは,「実際の ドラマ活動

においては,コ ンベンションは相互にかかわつ

たり,重なったり,混ざり合つたりして,新 し

い複合的なコンベンションを形づけられる」

(Neelands&Goode,2∞ 0,p6),と述べている。つ

まり,コ ンベンションは,個々に独立している

わけではないのである。

ニーランズらは,71のコンベンションを,「文

脈をつくるアクション(Contextも血dig action)」 ,

「物語のアクション (N田面ve action)」 ,「詩的な

アクション (Poctt ac●On)」 ,「振 り返 りのアク

ション (Renec● ve ac●m)」 の 4つにカテゴリー

化している。第 1の 「文脈をつくるアクション」

は,「場面あるいは開かれた活動であるドラマ

の文脈に情報を加えたりするコンベンション」

(Neclands&Goode,20∞,p.6)の カテゴリーであ

る。第 2の 「物語のアクション」は,「物語と

ドラマのもつ次は何が起きるか,と いうことを

強調 したコンベンション」Qeclands&Goode,

知∞,p.6)のカテゴリーである。第 3の 「詩的

なアクション」は,「 ことばと身ぶりを非常に

選択的にして,できるだけシンボリックに表現

することを強調したコンベンション」 (Neelands

&Goode,2CXXl,p.6)の カテゴリーである。第 4

の「振 り返りのアクション」は,「 ドラマの独

自や内的思考を強調するか,あるいは劇的文脈

からドラマをまとめることを強調したコンベン

ション」 lNeelands&Goode,2∞0,p.6)の カテゴ

リーである。

ニーランズらは,「 これらの分類は,階層性

も系統性もない」(Neelands&Goode,21X10,p6)

と述べている。ニーランズらがこのように分類

したのは,フ ァシリテーターが, ドラマ活動を

構成するときに使われる手法としてのコンベン

ションをわかりやすく理解できるようにするた

めである。4つのカテゴリーの境界は,明確に

あるわけではなく,流動的である。また,「物

語のアクション」のコンベンションから,一瞬

のうちに「詩的なアクション」のコンベンショ

ンに飛躍することもある。ニーランズらがこの

ように 4つに分類したのは, ドラマ活動を実際

にファシリテー トしてきた経験から,参加者に

とつて次の 5つの必要性があると考えたからで

ある。第 1に ,「文脈を明確にする必要性」

(Neelands&Goode,20CXl,p.6)があるからである。

第 2に ,「『次に何が起きるか』という興味をつ

くり出す必要性」 (Neclands&Goode,201Xl,p.6)

があるからである。第 3に ,「活動にシンボリッ

クな側面をつくり出す必要性」(Neelands&Goode,

20∞ ,p.6)が あるからである。第 4に ,「経験の

中に埋め込まれた意味やテーマを振り返る必要

性」●eelands&G∞ de,2CXXl,p.6)が あるからで

ある。第 5に ,「活動の形式を選択する必要性」

KNeelands&Goode,20∞ ,pOがあるからである。

以上のことから,ニーランズらは, ドラマ活

動を計画し,参加者と活動しようとしているファ

シリテーターが,さ まざまなドラマとシアター

のコンベンションを使つて構成できるように

「コンベンションズ・アプローチ」という理論

と方法論を創案したといえる。そうすることに

より,ニーランズらは, ドラマ活動をより劇的

に展開でき,参加者に特定の瞬間を印象づけら

れる,と 考えたからである。
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3.ド ラマ活動 「ブロデ ィンとい うモン
スター」の検討

ニーランズの典型的なドラマ活動の一つであ

る「プロディンというモンスター」を取り上げ

て,どのコンベンションが, どのように活動の

中で選択され,組み込まれているか,について

明らかにする。

本論で取り上げたドラマ活動は,2002年にニー

ランズがボス トンにあるエマーソン大学大学院

演劇学部の 1週間の夏季集 中講座 「Drama in

Education」 で実施された ドラマ活動である。

参加者は,エマーソン大学大学院生21名 ,エマー

ソン大学大学院教員 2名 ,著者の合計24名であ

る。「プロディンというモンスター」は,集中

講座初日の午後に実施された活動である。午前

中に参加者の自己紹介があり,子 どもの遊びの

一つである「鬼ごっこ」の変形である「モンス

ター鬼ごつこ」を参加者たちがすることをニー

ランズは選択した。これは,鬼がモンスターに

なり,参加者を捕まえようとするインプロビゼ

イションというドラマ活動である。この活動を

することにより,参加者同士が親しくなり,そ

れぞれが楽しいという経験をすることができる。

つまり,こ のコンベンションは,グループを親

しくさせるためのアイスプレイクの効果をねらっ

て使われている, と考える。同時に,本活動で

ある「プロディンというモンスター」の導入部

分として位置づけられていた。これは,参加者

が後から気づくようになっている。つまり,ニー

ランズは, ドラマ活動を通して,これから「モ

ンスター」について考えいきますよ, というこ

とを参加者に暗示している。ニーランズは,こ

れからこういう活動をこういう目的でする, と

いう説明を冒頭でせず,参加者が自ら気づくよ

うに活動を組み立てる。むしろ,これから何が

起こるだろうか, という好奇心を参加者に与え

るようにドラマ活動を構成しながら,徐々にド

ラマ活動に参加者が深くかかわるように導いて

いる。つまり,綿密にドラマ活動が計画されて

いるにもかかわらず,実際に非常に即興的に活

動が進行されるように仕掛けられている。

(1)合唱読み

参加者たちは円形に座る。ファシリテーター

であるニーランズ (以後ファシリテーターと呼

ぶ)は,絵本の冒頭の見開き 1ページを配る。

絵本には,「昔,あ るところにブロディンと

いうモンスターがいました。ブロディンは,

ある土地にひそかにやつてきました。プロディ

ンは,石油だけを食べ,火をはきながら生き

ていました。彼がほえると,大地は揺るぎ,

人々は震えました。町という町,村 という村

は,次々に廃墟にされました。どんな刀も槍

も,彼の厚く硬い皮膚を突き刺すことができ

ませんでした。誰も彼に立ち向かうことがで

きませんでした。何人かは,戦いを挑み,一

瞬のうちに焼き殺されて,灰にされてしまい

ました。もう, どこにも隠れる場所はありま

せん。山奥を除いて,もはや逃げるところが

ありません。誰もが,果てになく山々が続く

ことを知っていました。山奥では飢え死にす

るか,凍え死ぬかの, どちらかです。ブロディ

ンの奴隷になった方がましです。死ぬより,

彼のために石油を掘る方がましです。」

参加者たちは,一文ずつ,読点の区切り,

単語の区切りなどで読む。次に読みたくなっ

た参加者が好きなだけ読んだり,聞いている

参加者が好きなところで読んでいる参加者に

唱和して読んだりする。さらに,節に区切つ
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|て
怖く読み聞かせるように読む。

<考察>

導入に使われていた「モンスター鬼ごっこ」

は,「ゲーム (Gamcs)」 というコンベンション

である。これは,「伝統的ゲームやそのバリエー

ションであり,信頼関係と自信を高め,ルールを

守ることを示す」 (Neelands&Goode,2000,p17)

ためのコンベンションである。ニーランズは ,

集中講義の最初に「ゲーム」というコンベンショ

ンを活動に挿入することで,参加者同士が楽し

みながら親しくなるように導き,本活動の「ブ

ロディンというモンスター」というドラマ活動

に招き入れている。つまり,これは単なる緊張

をほぐすためだけのアイスブレイクのゲームで

はなく,本活動の伏線として位置づけられてい

る。参加者は,「ゲーム」を通して,「ルールに

従うこと,楽 しくおもしろい経験をすること,

実社会で経験するような緊張感,お互いに親し

くなること, 日常生活にあるゲーム構造につい

て」 (Neelands&Goode,2000,p14),実 際の ドラ

マ活動を通して経験することができる。

絵本のある特定の 1ページをドラマ活動に導

入することは,「 日記,手紙,雑誌,メ ッセー

ジ」というコンベンションの使用にあたる。こ

のコンベンションは,「新しいテンションや証

拠をファシリテーターが ドラマ活動に示す」

(Neelands&Goode,20∞ ,p.13)と きに使われる

手法である。上記に示されたものだけでなく,

本や絵本,暗号,機密文書,旅行記なども使わ

れる。つまり,何らかの記述されたものを使 う

ことができる。参加者は,このコンベンション

のテーマのある ドラマ活動への挿入により,

「内容の選択,適切な作品の一部や語彙の選択」

(Neelands&Goodc,2000,p13)を することがで

きる。

ニーランズの ドラマ活動は,物語の筋に沿つ

て劇化していくのではなく,一枚の絵などから

はじまり,その裏側にあるかもしれない物語を

参加者が自ら想像し,独 自の物語を自分の経験

と現実社会とつなげながらつくっていく, とい

う特徴がある。

<考察>

ここで使われているコンベンションは,「サ

ウンドトラック (So祠協此hg)」 ,「サウンドス

ケープ (Soundscape)」 ,「 コレクティブ・キャラ

クター (Cdlective Character)」 の一部の要素を取

り上げて融合させた手法である。

「サウンドトラック」は,「アクションを伴っ

た効果音や様式された音あるいは環境を説明」

●celands&Goode,20∞ ,p.24)す るときに使用

されるコンベンションである。ここでは,ア ク

ションと一緒にプロディンの吠え声をつくりだ

しているわけではない。しかし,自然にプロディ

ンらしくアクションを伴って表現してしまうこ

とはある。「サウンドスケープ」は,「あらかじ

め用意されていたり,その場でつくられたりす

る音,歌 ,こ とば,フ レーズを使つて,その場

面における登場人物の雰囲気やムー ドをつくり

だす」 lNeelands&Goode,2∞ 0,p73)ためのコ

(2)プロディンの吠え声

ファシリテーターは,「プロディンという

モンスターは,どのような吠え声をするか」,
「大地を揺るがす吠え声は, どのようなもの

か ?」 ,「火をはくかもしれない, どんな音が

するだろうか ?」 などと参加者に尋ね,吠え

声を出してみるように言う。



ンベンションである。プロディンの吠え声をつ

くるこの場面では,まだ登場人物が明確にされ

ていないので,「サウン ドスケープ」を使つて

いると断定できない。しかし,プロディンの吠

え声という音を参加者たちが出すことにより,

ある雰囲気をグループでつくりだしていること

になる。「サウンドスケープ」において,「グルー

プは,音を形として表現し,様々なことば,意

見,音が混じりあい織りなし合う。そして,あ

たかもオーケス トラのようになる」(Neelands&

Goode,20∞,p73)こ とが求められる。しかし,

ここではこのレベルに達していない。したがつ

て,この場面において,「サウンドトラック」,

「サウンドスケープ」,「 コレクティブ 。キャラ

クター」という3つのコンベンションから,あ

る要素を取り出して組み合わせて使われている

と考える。

したがって,71の コンベンションが個々に分

かれて純粋に活動に導入されるわけではなく,

その場面に必要なコンベンションの要素が,71

のコンベンションとして取りあげられている中

から抜き出され,融合されて使われているとい

える。つまり,コ ンベンションは活動の中に埋

め込まれたり,溶け込まされたりしながら使わ

れるのである。むしろ,一つのコンベンション

だけを使用して ドラマ活動を構成することは ,

不自然であると考える。さらにいえば,このよ

うな活動はニーランズがめざしていた活動では

ないと考える。

(3)モ ンスターをつくろう

参加者は,5～ 6名 の小グループに分かれ

る。各グループが,プロディンの全体像をグ

ループごとにつくり,フ リーズする。ファシ

リテーターに肩を触れられたら,フ リーズを

解いて,動きながら,自 分が演じているプロ

ディンの部位について比喩表現をつけて,大

きな声で表現する。たとえば,「巨大なカバ

のように大きい胴体」,「亀の甲羅のように固

い背中」,「ライオンのようなたてがみをもつ

頭」などである。最後にぞれぞれのグループ

が,一斉に吠え声をあげながら,その場で動

いてみる。

<考察>

グループで協力してプロディンをつくリフリー

ズするとい うことは,「スティル・イメージ

(sln_Image)」 というコンベンションの挿入であ

る。フリーズとは,その場で氷のように固まつ

ている静止画をつくることである。このコンベ

ンションは,「参加者自身の身体を用いて,あ

る瞬間,あるアイディア,あるテーマを際立た

せたり,ある参加者が彫刻家になリグループに

指示 して静止画をつくる」 lN∝lands&Goode,

20∞,p.25)た めに使われる。また,これは ,

「現実/理想,夢/悪夢などを表現するときに

イメージを構成する」(Neelands&Goodc,2∞ 0,

p.25)た めに導入される。このコンベンション

により,「参加者は,精選された意味を具体的

なイメージで表すことができ,非常に手軽で統

制された表現形式」●eelands&G∞de,2∞0,p.

25)をつくりだすことができる。つまり,イ メー

ジを具体化しやすい手法である。同時に「観察

者が解釈 したり,読解したりする記号」(Nedands

&Goode,2000,p.25)に もなる。 さらに, この

コンベンションの挿入により,「 グループは ,

ことばだけによるコミュニケーション以上の表

現ができる」 (N∝lands&Goode,2000,p25)よ

うになる。
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参加者たちがプロディンの部位になり,フ リー

ズを解いて,比喩的に部位を説明している活動

は,「アクション・ナレーション(Action Namtion)」

というコンベンションが挿入されていると指摘

できる。このコンベンションは,「一人ひとり

のセリフに伴うアクションを説明するナレーショ

ンを使つて場面が演じられる」(Neelands&Goode,

2∞0,p.45)手法である。

ブロディンをグループで表現しながら吠え声

をあげる活動は,前述した「サウンドトラック」

が使われている。なぜならば,プロディンのア

クションを伴いながら吠え声が表現されている

からである。このように,一連の ドラマ活動に

おける複数の場面で同じコンベンションが,異

なる仕方で使われている。

以上のように複数のコンベンションが,短い

ドラマ活動のセッションに組み込まれ,テーマ

に沿つて一つの流れのある活動に構成されてい

る。つまり,コ ンベンションは個々に独立した

ものではなく,融合したり,変形したり,発展

したりするものである。つまり,布を織るよう

になされている。さらに,何度も同じコンベン

ションが,異なる場面,異なる状況で繰 り返し

使用される。まさに,コ ンベンションは,活動

の中に編みこまれているのである。

(4)村人の会話

参加者たちは,ペアに分かれる。ファシリ

テーターは,プ ロディンがもうすぐ村へやつ

てくるときの村人たちの様子を描かれた絵本

のページのコピーを各ペアに配る。ペアで話

し合い,その絵の中で興味をひかれた人物二

人を選び,同 じポーズをして,フ リーズする。

ファシリテーターがペアの前に来たら,フ リー

ズを解き,自 分たちの場面を即興的に演じる。

ファシリテーターが,立ち去ったら,その場

でフリーズする。すべてのペアが終了したら,

ファシリテーターは,村の世話人になり,
「これから村の合同会議を始めます。」といい

ながら,村人を演じている参カロ者たちを丸く

座らせる。

<考察 >

この活動は,絵本から「スティル・イメージ」

をペアでつくるところから始まっている。そし

て,絵本からなので,前述した「日記,手紙 ,

雑誌,メ ッセージ」というコンベンションも組

み合わせて使われている。つまり,最初の部分

は,「 日記,手紙,雑誌,メ ッセージ」と「ス

ティル・イメージ」の両方が連合されて使われ

ている。

この活動でブロディンが村に来る直前という

重要な場面を選択したことは,「クリティカル・

イベント (CHtical Event)」 というコンベンショ

ンを挿入していることになる。このコンベンショ

ンは,「登場人物についての理解を深めるため

の基礎として,グループのメンバ‐が,重要な

出来事を自分の生活と結びつける」(N∝lands&

Goode,2000,p.31)た めのものである。通常,劇

的瞬間が選ばれ,参カロ者の驚きを通して,新し

い理解を生み出すために使用される。したがつ

て,も うすぐプロディンがやってくるという場

面において,このコンベンションを挿入するこ

とによって,この場面の緊張感を高めることが

できる。

「小グループによる劇づくり(Sman_mup Play―

making)」 とい うコンベンションが,ペアで
「スティル・イメージ」から即興的に場面を演

じるところで使われている。このコンベンショ
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ンは,「′lヽグループが,こ うなるかもしれない,あ

るいはこういう可能性がある,と いった場面を

計画し,準備 し,表現するための手法」(Nedands

&Goode,2000,p72)で ある。「貝p興を使 うこと

により,状況と経験についての理解しているこ

とを表すことができる」(Neelands&Goode,2000,

p72)。

ファシリテーターがあるペアの前に来ると即

興を始め,立ち去るとフリーズして,別のペア

が即興し始める,と い う流れは,「 リプル (The

斑ppb)」 というコンベンションの応用であると

考える。このコンベンションは,「解決できな

い出来事に巻き込まれた登場人物が,導入とし

て選択された静止画からはじまり,それぞれの

人物が順番に一つの動きをして,一つの音ある

いはことばを述べる」 (Neelands&G∞ de,2000,

p26)と いう特徴がある。次々とペアの静止画

が動き再び静止画になり,また別のペアの静止

画が動きだし静止画になる,と いうことは波及

するような状況を生み出し「リプル」に類似し

ていると考える。 しかし,「 リプル」そのもの

というよりは,その一部を応用して使つている

と考える。したがつて, ドラマ活動において ,

個々のコンベンションは分断されて,手順を踏

んで使用されるものではなく,その場面に必要

なことが多くのコンベンションの中から選択さ

れ,応用されながら使われ, ドラマ活動のある

場面を劇的/演劇的に高めていると考える。

(5)う わさ話

参加者全員が席につくと,ファシリテーター

が演じている村の世話人は,隣に座っている

村人に「わたしは,プロディンが赤ん坊を食
べるのを見た !」 ,「ものすごい炎で,家が次々

に燃え上がった !

の人にも伝えるよ

ている参加者は ,

さを伝えていく。

」などのうわさを流し,隣

うに指示する。村人を演じ

次々に隣の人に聞いたうわ

く考察>

ファシリテーターは,この場面で村の世話人

になっている。これは,「ティーチャー 。イン・

ロール (Teacherilll Rolc)」 という歴史的にイギ

リスのDIE(Drama h Educ面 0■)で使われてき

たコンベンションの一つである。この「ティー

チャー・イン 。ロール」は, ドラマ活動を計画

し,責任をもつて実施し導いているファシリテー

ターが, ドラマ活動の文脈で登場人物を演じる

ことによつて,参加者に学びの機会を提供して

いくコンベンションである (Neelands&Goode,

2000,p40)。 その目的は,「興味を喚起したり,

アクションを統制したり,参加を促したり,テ

ンションを刺激したり,表層的な考えに立ち向

かつたり,選択や多義性をつくり出したり,物

語を発展させたり,登場人物を演じているグルー

プの可能性を広げたりする」(Neelands&G∞ de,

2000,p.40)こ とである。そのときに重要なこと

は,登場人物を演じているファシリテーターが ,

「考えもなく自発的に登場人物を演じるのでは

なく,登場人物として ドラマ活動に参加するこ

とを通して,参加者のために設定された教育

目的を達成するための媒介 になろうとする」

(Neclands&Goode,21X10,p40)こ とである。 し

たがって,フ ァシリテーターは,あ らかじめド

ラマ活動を綿密に計画し,どこで「ティーチャー・

イン 。ロール」というコンベンションを何のた

めに挿入するかについて考えておかなければな

らない。つまり,フ ァシリテーターは, ドラマ
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活動において,その場の思いつきで登場人物を

演じているのではなく,教育目標のある計画さ

れた流れの中で参加者に合わせながら即興的要

素を加味しながら活動を進行しているのである。

そして,こ の場面には,「 ミーティング(Mceting)J

というコンベンションも挿入されている。この

コンベンションは,「 グループが新 しい情報を

聞いたり,ア クションを計画したり,集団で意

思決定をしたり,現在抱えている問題を解決す

る方 策を練るために集められる」 (Ncdands&

Goodc,2000,p35)と きに使われる。したがつて ,

この場面では,ブロディンのうわさという新し

い情報を,一同に集まっている村人を演じてい

る参加者にもたらしているので,「 ミーティン

グ」というコンベンションを使っているといえ

る。

さらに, うわさを広めていく状況は,前出の

「リプル」の特徴の一つである「小石を投げたと

きに環が広がっていく」(Ncclands&Goodc,2000,

p.26)こ とに類似 している。 しかし,「 リプル J

のある要素は存在するが,そのものであるとは

断定できない。 したがって,「 リプルJの ある

一部を応用していると考える。

このようにコンベンションは,個々に分かれ

ているものではなく,お互いに関係し合つたり,

混ざり合つたりしている。また,コ ンベンショ

ンの一部の要素や特徴が使われる場合もある。

(6)う わさの流布

村人の世話役からファシリテーターに,そ

して村人から参加者にもどる。ファシリテー

ターは,「何が,村人の勇気を萎えさせ,挫

かせたか ?」 ,「あなたは何について恐れまし

たか ?」 と問いかけながら,参加者に考えさ

せる。そして,参加者は再び村人になつて ,

部屋の中を歩き始めるように言われる。ファ

シリテーターが,「グループ 3!」 と言うと,

二人組になリブロディンのうわさを他の村人

に伝え,情報交換をする。ファシリテーター

は,「歩いて,歩いて !」 と言いながら, グ

ループを再度ばらばらにして,繰 り返し異な

るグループの人数を指示する。フアシリテー

ターは,グループの人数を変えながら, さま

ざまな人が出会うようにしながら,徐々にブ

ロディンのうわさが広まっていくようにする。

<考察>

ここでも (5)の うわさ話でなされたことと

同様に, うわさが徐々に広がっていくところが

「リプル」の一部と共通しているといえる。

無作為にグループがつくられ井戸端会議のよ

うな場面を即興しているので,「小グループに

よる劇づくり」というコンベンションに該当す

る部分がある。しかし,明確に仮説を提示した

り,別の考えを提示したりしているとは言えな

い。むしろ,伝言ゲームを楽しむような経験に

なっている。 したがつて,こ の場面は,「小グ

ループによる劇づくり」と「ゲームJと いうコ

ンベンションを組み合わせた応用といえる。

このようにコンベンションは, ドラマ活動の

中である特徴のみを取り出して,他のコンベン

ションのある一部と組み合わせて使用される場

合もある。つまり,コ ンベンションは個々に独

立して使われるというより,む しろかなり応用

されて使われるという特徴があるといえる。

ファシリテーターが村の世話役になり,村

人を円く座らせ,これから村の会議をするの

(7)子 どもの日記
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で,も うすぐ長老がやってくると告げる。世

話役を演じているファシリテーターは,いっ

たん村人から離れ,今度は長老になって登場
し,堂々と円陣の上座に座る。そして,長老

は「ブロディンについてどんなうわさがある

のか ?われわれは,まずブロディンについて

知る必要がある。」と言つて,紙を取り出す。
この紙は,最後にブロディンに焼かれた村で

見つけられた子どもの日記である, と説明す

る。長老は,「一日日,大地が揺れた。二日
日,人々は荷物をまとめて,出発の準備をし

た。三日日,ある人は抵抗して,焼かれて灰

になった。四日日,わたしたちは奴隷になっ

た。」と子どもの日記を読む,長老は退場し,
フェシリテーターになって再登場する。ファ

シリテーターは, 日記を日にちごとに切り,

4つのグループに一片ずつ渡す。そして,各
グループは,ナ レーターと登場人物を決め,

渡された日についての場面をつくるように言

われる。それぞれのグループの場面が出来上

がつたら,集まってお互いに見せ合う。

<考察>
この場面は,子どもの日記を使つているので ,
「日記,手紙,雑誌,メ ッセージ」というコン

ベンションを導入していると明確にいえる。さ

らに,フ ァシリテーターが再び村の世話役にな

り,長老の役も演じているので,「ティーチャー・

イン・ロール」が使用されていると断定できる。

ここで際立って使用されているコンベンショ

ンは,「アクション・ナレーション (Action Nar‐

ration)」 である。このコンベンションは,前に

も述べたように「一人がナレーションを語 り,

その他の参加者がアクションを使って表現する」

(Neelands&Goode,2000,p.45)も のである。こ

の場面において,各グループには,一人のナレー

ターがいて,その他のメンバーはナレーターの

語る日記に合わせてパントマイムでそれを表現

するようになっている。したがって,こ こでは

「アクション・ナレーション」が明らかに使用

されているといえる。

<考察>

場面のタイ トルからも明らかであるように ,

ここでは「ホット・シーティング (Hot― seattg)」

というコンベンションが導入されている。これ

は,「 グループが参加者のまま,あるいは登場

人物になって,椅子に座っている登場人物に質

問 したり,イ ンタヴューしたりする」 (Neelands

&Goode,2∞0,p32)コ ンベンションである。

通常,こ のコンベンションが使われるとき ,

「椅子に座っている登場人物は,フ リーズを解

かれて即興的に演 じ始めたり,質 問者たちと

向かいてヽ っヽたりしている」(Neclands&Goode,

2●Xl,p.45)。 この場面では,「ホット・シー ト」

に座るのは,生き残った村人で,質問するのは

プロディンがこれから来ると予想される村の人

たちである。

同時に「インタヴュー/尋 問 (Intervicws/1nter‐

rogttms)」 の要素も加えられている。なぜなら

ば,これからプロディンが来るので,そのこと

(8)生き残った人のホット・シーティング

ファシリテーターは,各グループからボラ

ンティアを一人選び,グループの中央に椅子

を置き,そ こに座るように言う。この椅子は

ホット・シー トと呼ばれている。椅子に座る

人は,最後にプロディンが来た村の生き残り

の村人になる。残りのグループのメンバーは,

これからプロディンが来る村の村人になる。

生き残りの村人は, さまざまな質問を椅子の

周りにいる村人から受け,即興的に応える。



に関する情報をインタヴューを通して生き残つ

た村人から得ようとしているからである。

このようにコンベンションは,純粋に他のコ

ンベンションと分断されて存在しているのでは

なく,重なりあつている部分があると考える。

(9)村の会議

村人全員が,円 く座ると,ファシリテーター

が再び長老になつて登場する。長老は,「ブ

ロディンというモンスターが村にやつて来た

とき,われわれはどうしたらいいかを決めな

ければならない。ここに留まるか…みなはど

う思うか ?」 と村人に問いかける。長老は ,

村人とディベー トをしながら,山に逃げる以

外の村人の提案を全て否定する。長老は,最

終的に山に逃げるしかない, という結論を導

き出し,決定する。長老は,村人に家に帰り

最も大切なものを持参するように指示する。

さらに,一人ひとりにパントマイムで松明を

渡しながら,自 宅に火をつけて焼き払い,再
びこの場所に集まるように命令する。長老は,

村人が戻つてきたら,全員で急いで山奥に逃
げるように指示し,自 らも部屋の隅に隠れる

ように移動する。

<考察>

ファシリテーターが長老を演じているので ,

「ティーチャー・イン・ロール」が使用されて

いるといえる。さらに,参加者が村人を演じ,

集まって話し合いをしているので,「 ミーティ

ング」も使われている。

新 しいコンベンションは,「 ノイズ 。オフ

(Noises 00」 である。これは,通常「舞台裏で

の効果音」と翻訳されているが,ニーランズの

コンベンション・アプローチでは別の意味あい

を持たされている。 このコンベンションは ,

「差し迫った脅威や危険から, ドラマ活動のテ

ンションと動機づけが生じる。そして,グルー

プは,想像された存在と立ち向かう」 (Ncclands

&Goodc,20∞ ,p.36)と いうコンベンションで

ある。たとえば,「 グループは想像された敵か

ら隠れる,重要な来訪者のための準備をする」

(Neelands&Goode,20∞ ,p.36)と いつたことで

ある。

この場面において,プロディンがもうすぐやつ

て来るということが,緊迫した状況を生み出し

ている。この場面でプロディンは,想像された

存在として登場し,グループはプロディンから

逃げるために山奥に隠れることを選択する。つ

まり,参カロ者たちは,「 ノイズ 。オフ」に含ま

れる経験である「プレッシャーのもとで問題解

決と意思決定」 (Neelands&Goode,2∞ 0,p.36)

をしている。さらに,このコンベンションを挿

入することにより,「テンションを高め,動機

づけ」 (Neclands&Goode,2000,p.36)を 与えて

いる。

このように一場面において,複数のコンベン

ションが埋め込まれてニーランズの ドラマ活動

は構成されている。

(10)暴かれたプロディン

長老からファシリテーターに戻り,村人全

員が部屋の隅に隠れているかを確認してから,

次のナレーションを語る。「日が昇つたとき,

村人たちは,上空から大きな音がするのを聞

き,砂埃が舞い上がるのを見た。空でうなる

ような音がするのを開いた。それは,期待し

ていたものと違っていた。爆音は続いた。砂

埃の中から,村人はパッと光る大きな羽根の

ついた巨大な金属製の鳥が降り立つのを見た。

村人のような人間がそこから出てくるのを見
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たが, どこか違っていた。」とファシリテー

ターは語り,部屋の片隅に引っ込む。
ファシリテーターは,ブロディン社から派

遣されたビジネスマンとして登場し,村人た

ちに次のように呼び掛けたり,独 り言を言つ

たりする。「(隠れている村人に向かつて)こ ん

にちは !(独 り言のように)何たるひどい状
況だ。滅茶苦茶じゃないか。何が起こったの

か?(村人に呼び勝けるように)誰かいますか ?

たぶん, どこかで見ているんでしょ,そ うで

しょ。何を怖がっているのですか?(プロディ

ン社の部下に向かつて)メ ガホンよこせ !(村

人に向かつて)こ んにちは ! もし誰かいる

なら,出てきて下さい。わたしたちは,あな

たたちを助けに来たのです。パイプラインを

破壊した悪者を探しているだけです。あなた

たちは,助けを求めているでしょ,そ うでしょ。

あなたたちの家を建て直します。食べ物もこ

こにあります。誰か,こ こに来て下さい。話

し合いましょう。傷つけたりしませんから。

わたしたちは,ブロディン社から派遣されて

来ました。ここに来たのは,石油のためだけ

です。あなたたちから石油をほんの少し譲っ

てもらいたいだけです。根も葉もない悪いう

わさが流れていますけれども,わたしたちは

善良な人間で,モ ンスターではありません。

あなたたちを奴隷なんかにけつしてしません。

必ず食べ物を差し上げます。また,あ した来

ますからね。ここに食べ物を置いていきます

からね。」そして,プロディン社のビジネス

マンは部屋の隅に消える。

村人たちは,出ようか出まいか,選択を迫

られる。村人たちは自然発生的に意見を出し

合いながら,これからどうするかについて話

し合 う。

<考察>

ファシリテーターは,長老からナレーターに

なり,そ してブロディン社のビジネスマンを演

じている。つまり,ナ レーターとビジネスマン

という登場人物を演じている。したがつて,こ

こでは「ティーチャー・イン 。ロール」が使わ

れている。さらに,あたかも自然発生的に「ミー

ティング」力`使われるようにあらかじめ構成さ

れている。具体的には, ビジネスマンが立ち去

ると,村人たちが誰からともなく話し合いを始

める。つまり,参加者が,フ ァシリテーターの

直接のリー ドを受けないで,自 らコンベンショ

ンを使 うということが起きるのである。

新しいコンベンションとしては,「ナレーショ

ン (Nmtim)」 が挿入されている。具体的には,

ファシリテーターがナレーターとして登場し,

「新 しいテンションをつくる」(Neelands&Goode,

2∞0,p85)ために村人の視点から状況を語つて

いる。同時に,今までの想像しながら創ってき

た物語が打ち破られ, どんでん返しという劇的

瞬間を「ナレーション」というコンベンション

の使用によつてつくり出している。つまり,こ

のコンベンションを使うことによつて,登場人

物を演じている参加者に強い印象を与えること

ができる。さらに,参加者は,登場人物になっ

て感じているのか,自分自身として感じている

のかが,あいまいになるような経験をさせられ

ている。まさに,ニーランズの ドラマ教育のね

らいである登場人物を通して,現実に起きてい

る社会問題について新たな知見を得る, という

経験につながっている。つまり,予期されない

瞬間に参加者に襲ってくるという特徴が,ニー

ランズのドラマ活動には存在する。これは,ニー

ランズがコンベンションを熟知していて, どこ

でどのコンベンションを挿入すると効果的であ

るかを経験的にも感覚的にも理論的にもわかつ
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(11)プ ロディン社の正体

ファシリテーターが,ブロディン社のビジ

ネスマンになって再登場すると,村人は一斉

に静かになる。彼は隠れている村人に向かつ

て,「まだ,そ こに隠れているのですか。誰

か出てきて,わたしたちと話し合いません力、

洞窟がそこにあるでしょう。たぶん,攻撃す

るためにつくられたのでしょう。もし,わた

したちがそこに行つたら,喉をかき切られる

かもしれませんからね。わたしは,空爆の責

任を負いたくないですからね。子どもたちも

そこにいるでしょう。どうか,わたしたちに

二次的惨事を起こさせるようなことをさせな

いでください。」という。間を置いてから,

プロディン社のビジネスマンからファシリテー

ターにもどり,村人を演じている参カロ者に ,

ドラマ活動が終了したことを告げる。

ているためであると考える。

(考察〉

ファシリテーターがここでもビジネスマンと

して登場しているので,「ティーチャー・イン・

ロール」が挿入されていることは明白である。

この場面が山場で,それぞれの参加者は,隠

れている洞窟から出ようか出まいかについて無

言で遼巡する。そして,この経験は,『プロディ

ンというモンスター』ということを取り上げ考

えることを通して,現実に起きている社会問題

とつなげて参加者一人ひとりが感じ考えられる

ように構成されているドラマ活動である, と考

える。この山場にたどりつくために,さ まざま

なコンベンションがテーマに沿つて挿入されて ,

一つひとつの場面を参加者に印象づけるように

仕組まれている。まさに,布を織っていくよう

に活動が構成されている。

ニーランズは,「プロディンというモンスター」

というドラマ活動において,少なくとも16のコ

ンベンションを挿入しながら,テーマに沿いな

がら活動を構成している。つまり, ドラマ活動

は,テーマがあり,それを参カロ者と共に活動を

通して考え,新 しい知見をえるために,それぞ

れの場面を参加者に劇的/演劇的に印象づける

ためにコンベンションが縦横無尽に挿入される。

ニーランズは,コ ンベンションについてドラマ

活動を構成するとき,「教師や学生が使 うため

のパレット」 (Neelands&Goode,2000,p.4)で あ

ると比喩している。いいかえれば, さまざまな

コンベンションが絵具のように並べられ,必要

に応じて単色で使われたり,い くつかの色を合

わせて新しい色をつくったり,さ まざまに色を

組み合わせて絵を描いていつたりするように使

われている。つまり,テーマに沿つて縦横無尽

にコンベンションを挿入しながらドラマ活動を

構成していくことがパレットと類似しているの

である。いいかえれば,一枚の絵を描くときの

ように,さまざまな要素が存在しているにもか

かわらず,全体として調和のとれた絵として存

在する,と いうことである。しがたつて, ドラ

マ活動においても,個々のコンベンションが目

立ってしまうのではなく, ドラマ活動の中に埋

め込まれ,参加者はコンベンションの存在すら

気づかず,一連の ドラマ活動として経験してい

き,劇的/演劇的経験による,新 しい知見を得

る, というのがニーランズの「コンベンション

ズ・アプローチ」であると考える。

4. おわ りに

今回は,ニーランズの 「プロディンとい うモ
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ンスター」というドラマ活動を取り上げて,コ

ンベンションに着目して活動を検討することを

通して,コ ンベンションが「パレット」の役割

を果たしていることを明らかにした。つまり,

ドラマ活動は,コ ンベンションを一つだけを使っ

て構成されるものではなく,さ まざまなコンベ

ンションを使つたり,組み合わせたり,融合さ

せたり,一部を取り上げたり,異なるコンベン

ションの部分を組み合わせて新しくコンベンショ

ンをつくったりして,テーマに沿つて構成され

ていくものであるということを明らかにした。

今後は,ニーランズの他の ドラマ活動を取り

あげて検討し,今回取り上げなかったコンベン

ションについても考えていきたい。
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